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(1) 氏名、顔写真 

田内 幸夫                     

(2) 活動地域 

  大阪府、兵庫県、京都府、広島県 

(3) 所属先 

  有限会社 エスアイエル 

(4) 部署名 

  代表取締役 

(5) 居住地域 

  大阪府箕面市 

(6) E-Mail  

  y-tauchi@mtj.biglobe.ne.jp 

(7) 電話番号  

    072-721-6072 

(8) FAX 番号  

    072-721-6072 

(9) 経歴 

昭和４１年 日本電気株式会社入社 

システム開発、ソリューション営業等に従事 

平成９年  住友金属システム開発株式会社に出向 取締役・支配人 

平成１３年 IT コーディネーター資格、ITC インストラクター資格取得 

平成１４年 ITC 近畿会を設立し会長に就任（設立当初は約３００人の会員） 

平成１５年 日本電気株式会社を定年退職 

平成１６年 有限会社エスアイエルを設立、代表取締役に就任 

(10) 活動実績 

  中堅・中小企業に対する経営革新の支援活動（約１０社） 

  （支援企業のうち２社が IT 経営力大賞に入選） 

  大手電機メーカ工場の生産管理システムに対する支援活動 



  政府系金融機関の経営システム刷新に関する支援活動 

(11) 自己紹介、PR（アピール、メッセージ） 

  私はコンピューターの黎明期からこの業界に従事して以来４５年間、超大型システム開発、

ソリューション営業、情報システム会社の経営、中堅・中小企業に対する経営革新支援活動

とこの道一筋に仕事をやってきました。現在も、３社の顧問として中期経営戦略立案、IT 戦

略企画、システム開発等の支援活動を継続しています。 

  さらに、経済産業省の産学連携地域開発支援事業に関する事業化評価委員、総務省の電子政

府推進員も務めています。 

  また、ITC１期生のケース研修インストラクターを始め、今までに１５回のケース研修出講経

験があり、過去には研修教材の開発・整備にもかかわってきました。そのようなことから、

私の一番大切にしている仕事が ITC インストラクターの仕事であると公言してきました。 

  私のケース研修の進め方は、単に教材の理解のみならず上記のような過去の経験を生かし多

くの事例をご紹介しながら理解を深めて頂くのがその特徴と思っています。 

  ただ、研修が苦しくて辛いものでは長期間の参加は困難との考え方から、参加者が相互連帯

感を持ってユーモアーもある明るい教室になるよう努力しています。この結果、多くの過去

の教室ではいまだに勉強会や同窓会が開かれ関西地区の ITC 連携が構築されています。 

  ITC 制度とその手法や技術を勉強しようと思う方（最近はこのような方が一番多い）、近い

将来 ITC 活動で独立・起業を考えておられる方、すでにコンサルタント等で独立の方で知識

の幅を広げたい方等々、是非一緒に明るく勉強しませんか。 

   

   


